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平成２６年第３回長与町議会定例会 

 

議事日程（第４号） 

 

 

                         平成２６年 ９月 ８日（月） 

                         午  前  ９時３０分 開議 

日程 議案番号 件         名 備 考

１ ５６ 
長与町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営 

に関する基準を定める条例 
※文厚

２ ５７ 
長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

める条例 
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長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基 
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長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す 
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１０ ６５ 平成２６年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） ※文厚
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平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特 

別会計補正予算（第１号） 
※建産

１２ ６７ 平成２５年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について ※総務
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１６ ７１ 
平成２５年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 

について 
※文厚
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平成２５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特 
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※建産
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平成２５年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定に 

ついて 
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平成２５年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定 

について 
※建産

２０ ７５ 長与町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて  

                              ※付託予定の委員会 
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                             （開会 ９時３０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 日程第１、議案第５６号、長与町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例、日程第２、議案第５７号、長与町家

庭的保育事業等の設備及び運営の関する基準を定める条例、日程第３、議案

第５８号、長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例を一括議題とします。 

 ただいま一括議題としています議題について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 皆さん、おはようございます。 

 昨日と一昨日とイベントが多かったと思いますけれども、とりわけ昨日の

町民ソフトボール大会におきましては、参加されました議員各位におかれま

しては感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 それでは議案の説明をさせていただきます。 

 ただいま一括提案となりました議案第５６号から第５８号までにつきまし

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の条例は、質の高い幼児期の学校教育、保育の総合的な提供、保育の

量的拡大、確保及び地域の子ども・子育て支援の充実を目的とした子ども・

子育て関連三法の制定と、それに基づく子ども・子育て支援新制度の平成２

７年度開始予定における保育施設等の設備や運営に関する基準等に基づき、

国が定める基準を踏まえ、市町村が基準を定めることになったことによるも

のでございます。 

 では、それぞれの条例につきまして御説明をいたします。 

 まず、議案第５６号、長与町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例につきまして御説明いたします。 

 第１条では、本条例の趣旨を定めております。 

 第２条では、本条例における用語の意義について、子ども・子育て支援法

及び児童福祉法の規定に基づき定めております。 

 第３条では、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者に関する一般

原則を定め、第４条では、特定教育・保育施設の利用定員の数を２０人以上

とするなど、利用定員に関する基準を定めております。 

 第５条から第３４条までは、特定教育・保育施設の運営に関する基準を定

めております。 

 第３５条、第３６条では、特例施設型給付費に関する基準を定めておりま

す。 

 第３７条では、特定地域型保育事業の利用定員に関する基準を定めており

ます。 

 第３８条から第５０条までは、特定地域型保育事業における運営に関する
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基準を定めております。 

 第５１条及び第５２条では、特例地域型保育給付費に関する基準を定めて

おります。 

 附則第１条では、この条例の施行日を法の施行の日からとするものでござ

います。 

 附則第２条では、特定保育所に関する特例を定めております。 

 附則第３条から第５条では、施設型給付費等、小規模保育事業Ｃ型の利用

定員、連携施設それぞれに関する経過措置について定めております。 

 次に、議案第５７号、長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例について御説明いたします。 

 第１条では、本条例の趣旨を定めております。 

 第２条では、本条例における用語の意義について、児童福祉法の規定に基

づき定めております。 

 第３条では、最低基準の目的等について、第４条では最低基準と家庭的保

育事業者等について定めております。 

 第５条では、家庭的保育事業者等の一般原則を定めております。 

 第６条では、保育所等との連携について、第７条では非常災害の備えにつ

いて定めております。 

 第８条から第１３条までは、家庭的保育事業者の職員について、一般的要

件、禁止事項等を規定しております。 

 第１４条から第１６条までは、衛生管理及び食事について定めております。 

 第１７条では、利用乳幼児及び職員の健康診断について定めております。 

 第１８条では、家庭的保育事業所等内部の規程について、第１９条では帳

簿の整備について定めております。 

 第２０条では、家庭的保育事業者等の職員の秘密保持について、第２１条

では、利用者からの苦情等への対応について定めております。 

 第２２条から第２６条までは、家庭的保育事業に関する基準について、第

２７条から第３６条までは、小規模保育事業に関する基準について定めてお

ります。 

 第３７条から第４１条では、居宅訪問型保育事業に関する基準を定めてお

ります。 

 第４２条から第４８条までは、事業所内保育事業について定めております。 

 附則第１条では、この条例は、法の施行の日を施行日とするものでござい

ます。 

 附則第２条及び第３条では、食事の提供、連携施設に関する経過措置を定

めるものでございます。続きまして、議案第５８号、長与町放課後児童健全

育成事業の整備及び運営に関する基準を定める条例について御説明いたしま

す。 

 第１条では、本条例の趣旨を定めております。 

 第２条では、本条例における用語の意義について、児童福祉法の規定に基

づき定めております。 
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 第３条では、最低基準の目的等について、第４条では最低基準と放課後児

童健全育成事業者について定めております。 

 第５条では、放課後児童健全育成事業の一般原則を定めております。 

 第６条では、放課後児童健全育成事業者の非常災害対策を定めております。 

 第７条では職員の一般的要件について、第８条では職員の知識及び技能の

向上等について定めております。 

 第９条では、放課後児童健全育成事業所の設備基準を定めております。 

 第１０条では、放課後児童健全育成事業所の職員の資格等を定めておりま

す。 

 第１１条から第２１条までは、放課後児童健全育成事業所の運営規程や開

所時間及び日数等について定めております。 

 附則第１条では、この条例は、法の施行の日を施行日とするものでござい

ます。 

 附則第２条及び第３条では、設備基準、職員に関する経過措置を定めたも

のでございます。 

 以上が主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第５６号について、質疑はありませんか。 

 ６番、安藤克彦議員。 

  ６番 （安藤克彦議員） 

 おはようございます。 

 １点だけ質問をさせていただきたいんですけれども、これは長与町の条例

ですよね。条例を今からつくろうとしているわけですけれども、この条例文

の中において、国の法を引用してる部分には市町村という部分がある、これ

は理解できるんですが、それ以外のところで、例えば例を挙げますと、４ペ

ージ、第７条が気になるとこなんですけれども、特定教育云々云々ってあっ

た上で、市町村が行うあっせん及び要請に対してできる限り協力しなければ

ならないとあるんですが、ここは市町村ではなく、本町の条例ですので、こ

こは町となるべきではないか。また、こういった箇所が数カ所あるんですけ

れども、そこの件についてちょっと見解をお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 市町村と町という文言が分けてありますけども、これにつきまして、長与

町と限定できるものについては町、例えば、長与町以外で町がほかの全国的

な自治体に対して可能性がある場合は、町じゃなくて市町村という形で分け

ております。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 
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 次に、議案第５７号について、質疑ありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第５８号について、質疑ありませんか。 

 １番、饗庭敦子議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 私は総務委員会でございますので、質問をさせていただきたいと思います。 

 議案第５８号のこの附則なんですけれども、附則の第２条、この条例の施

行日から当分の間となってるんですが、その３条は平成３２年３月３１日ま

での間となってるんですけれども、この期限を切らない理由と、当分の間っ

ていうのはいつまでを考えられておられるのか教えてください。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 お答えします。３条のほうの３２年３月３１日までとしてるのは、職員の

資格等の経過措置でございまして、一応、これにつきましては、国の指導の

もと県のほうも含めて、そういった研修等も含めて５年間で実施するような

予定になっております。当分の間としているほうにつきましては、確実に現

状としましては、放課後児童クラブ、長与町の場合、残念ながら現在のガイ

ドラインに合わせてでも免責要件とか厳しいところがございますので、一応、

３２年の３月３１日を目標にはしておりますけども、一応、当分の間という

言葉にかえさせていただいております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 設備に関しては、前もなかなか厳しいということではございましたけれど

も、やはり基準に沿って子供さんにいい環境でするのが目的かと思いますの

で、ぜひともここに期限を入れていただきたいと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 当然クリアできるように努力は覚悟しておりますけども、なかなか他の施

設等の関係も、他といいますか、施設の関係がありますので、一応当分、５

年間を目標にはしておりますけども、言葉的に先ほど申しましたように、当

分の間という形にさせていただいております。当然５年間を目標に全力を挙

げてクリアできるように努力したいと思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 ただいま議題となっています議案第５６号、議案第５７号、議案第５８号

は、文教厚生常任委員会に付託します。 

 お諮りします。ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第５６号

から５８号は、会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに

審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５６号から議案第５８号は、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることに決定しました。 

 日程第４、議案第５９号、長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本案について、提案理由を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 では、議案第５９号、長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を

改正する条例について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の条例改正は、第８条に定める一般廃棄物処理業等の許可手数料を社

会経済情勢の変動を勘案した上で改正し、第９条に定める町指定ごみ袋の種

類及び単価について改正するとともに、条文の整理を行うものでございます。 

 それでは、第８条の改正内容について御説明を申し上げます。 

 一般廃棄物処理業及び浄化槽清掃業の許可事務が現状に即していない部分

の見直しを行うとともに、許可証発行に要する事務手数料の精査を行い改正

するものでございます。 

 第８条各号列記以外の部分中「法第７条第１項」の次に「若しくは第７条

の２第１項」を、「浄化槽法」の次に「（昭和５８年法律第４３号）」を加

え、「し尿浄化槽」を「浄化槽」に改め、同条第１号中「一般廃棄物処理業

許可手数料」の次に「（新規・更新）を加え、「１,０００円」を「５,００

０円」に改め、同条第２号中に「２００円」を「１,０００円」に改め、同

条第５号及び第６号を削り、同条第４号中「し尿浄化槽」を「浄化槽」に、

「２００円」を「１,０００円」に改め、同号を同条第５号とし、同条第３

号中「し尿浄化槽清掃業許可手数料」を「浄化槽清掃業許可手数料（新規・

更新）」に、「１,０００円」を「５,０００円」に改め、同号を同条第４号

とし、同条第２号の次に第３号として「一般廃棄物処理業変更許可手数料４,

０００円」の規定を加えるものでございます。 

 次に、第９条の改正内容について御説明を申し上げます。 

 第９条第１項第１号ア、町指定ごみ袋につきましては、現在、ごみ袋の種

類が大、小の２種類ですが、今回、袋を取り手つきに変更し、種類も大、中、

小の３種類に変更し、現在のごみ袋大１枚当たりの単価１７円を基準として、

容量に応じ、中、小の単価の設定を行うものでございます。 
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 第９条第１項第１号アの全文を改正し、ア、町指定ごみ袋、（大）４５リ

ットル１袋あたり１７円、（中）３０リットル１袋あたり１２円、（小）２

０リットル１袋あたり８円とし、第９条第１項第１号イ及び第２号イ中「含

めた額」を「含む額」に改めるものでございます。 

 なお、町指定ごみ袋につきまして、現行ごみ袋は（大）４５リットルと

（小）３０リットルの２種類でありますが、今回、ごみ袋規格を取り手つき

にして、（大）４５リットル、（中）３０リットル、（小）２０リットルの

３種類に変更をし、現行手数料１７円のごみ袋（大）４５リットルを基準と

して、ごみ袋容量により算出した手数料（中）３０リットル１２円、（小）

２０リットル８円の料金設定をお願いするものです。 

 ごみ袋の種類をふやすことによりまして、町民皆様のごみ減量意識の高揚

にもつながるものと考えているところでございます。御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第５９号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第５９号

は、会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５９号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第５、議案第６０号、町道自由ヶ丘団地線道路築造工事請負契約の締

結についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 では、議案第６０号、町道自由ヶ丘団地線道路築造工事請負契約締結につ

きまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の入札につきましては、長与町建設工事執行規則に基づき１５社を指

名し、８月８日に入札会を実施いたしました。その結果、株式会社高谷が４,

４５９万６,４４０円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結いたし

たく、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決をお願い

するものでございます。 
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 工事の概要といたしましては、自由ヶ丘団地と高田南土地区画整理事業区

域内とを接続させる計画であり、延長７８メートル、幅員４メートルの道路

整備を行うものであります。 

 今回の工事の主な内容といたしましては、道路の築造工及び舗装工の施工

を行うものでございます。なお、別紙参考図面として平面図を添付しており

ますので、御参照いただきたいと存じます。 

 今回落札しました株式会社高谷の資本金は２,０００万円となっておりま

す。工期につきましては、議決日から平成２７年３月３１日までの間を予定

しております。 

 以上が本案の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上

げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １１番、岩永政則議員。 

 １１番 （岩永政則議員） 

 議案第６０号につきまして質問をしたいと思いますが、提案理由の締結に

ついての２行目にありますように、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得及び処分についてですね。これにつきましては、条例に基づきまして、契

約が５,０００万以上で提案するようになっとるわけですが、今回は４,４０

０万でございます。理解に苦しんでおりますが、どういう理由で今回提案を

されたのか説明をいただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  ただいまの岩永議員の御質問にお答えいたします。 

 議会に議決するべき金額５,０００万ということは、契約ではなくて予定

価格が５,０００万という形になってますので、今回議会に上程をしている

次第でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 岩永議員。 

 １１番 （岩永政則議員） 

 予定価格がどうであれ、議会の議決を付すべきものは、契約金額が５,０

００万以上のものであるはずなんですね。例えば、８,０００万であって、

半額ぐらいで４,０００万になったという事例もありましょうし、いろいろ

あるんですが、その結果、その入札の結果によって契約が５,０００万以上

になった場合は議会の議決を経なければ契約が本式にはできないという趣旨

で、この議会の議決に付すべきこの条例は設定をされているものということ

であろうというふうに、従来そういう解釈をしてきたんですが、いつごろそ

んな変わったんでしょうね、考え方が。 

議  長 （山口経正議員） 
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 建設部長。 

建設部長 （浦川圭一君） 

 この議会の議決に付すべき契約ということで、財産の取得又は処分に関す

る条例の２条の中に議会の議決に付さなければならない契約はちゅうことで、

予定価格５,０００万以上の工事または製造の請け負いということでこうそ

ういう文言で書いてありますので、私どもといたしましては予定価格が５,

０００万超えておりましたので、今回議会の承認をいただくように提案をさ

せていただいております。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ２０番、竹中 悟議員。 

 ２０番 （竹中 悟議員） 

 今の質問の中で、予定価格が５,０００万ということはこの条例にも予定

価格が５,０００万ということになってるのは、私も一応読みました。 

 そこで、参考までにこの予定価格とそれから最低制限価格、それから今回

取ったところの落札率ですね、これを教えていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 予定価格といたしましては、税込みで５,０７５万２,４４０円となってお

ります。落札契約額は４,４５９万６,４４０円で、最低制限価格、これは税

込みで４,４５９万６,４４０円、最低制限価格も同額でございます。落札率

につきましては、８９.２％になっております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６０号は、会議規則第３９条第３項の

規定により、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６０号は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから議案第６０号の討論を行います。 

 まず、反対討論はありませんか。 

 次に、賛成討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから日程第５、議案第６０号、町道自由ヶ丘団地線道路築造工事請負

契約の締結についてを採決します。 
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 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第６１号、町道路線の認定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 では、議案第６１号、町道路線の認定につきまして、提案理由の御説明を

申し上げます。 

 議案の後に路線図を添付しておりますが、路線図では起点を丸、終点を三

角で表示しておりますので御参照ください。 

 本議案は、道路法第８条第２項の規定により、町道路線の認定をお願いす

るものでございます。 

 認定する路線は、高田南土地区画整理事業地区区画道路６３号線、計画延

長は２８８.９メートル、計画幅員６メートルから７.７メートル。同じく区

画道路６５号線、計画延長８７.９メートル、計画幅員６メートルから１０.

２メートル。区画道路８３号線、計画延長３１.４メートル、計画幅員６メ

ートルから１０.２メートル。特殊道路１０９号線、計画延長６２.３メート

ル、計画幅員２メートルから３.６メートル。同じく特殊道路１２４号線、

計画延長３６.３メートル、計画幅員３メートルの町道となる予定です。 

 以上５路線の町道認定につきまして、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番 森 謙二議員。 

  ９番 （森 謙二議員） 

 道路法第８条第２項の規定なんですけれども、ちょっと調べていないので

具体的な内容を教えてください。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 第８条が、地村道の意義及びその道路の認定ということでございまして、

その中の２項、市町村長が前項の規定により路線を認定しようとする場合に

おいては、あらかじめ当該市町村議会の決議を経なければならないというふ

うになっております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 森議員。 

  ９番 （森 謙二議員） 
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 ということは、これは私勘違いしてたんですけれども、何か条件が整った

か何かじゃなくて、ただこの規定というのは議会に付さなければならないと

いうことっていうことでしょうか、ちょっと確認です。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 そのとおりです。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６１号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第６１号

は、会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６１号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第７、議案第６２号、平成２６年度長与町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第６２号、平成２６年度長与町一般会計補正予算（第２号）につきま

して、提案理由の御説明を申し上げます。予算書の１ページをお願いいたし

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億６２１万円を追加いたしまして、補

正後の総額を１２５億３,７４７万円とするものでございます。 

 補正の主な内容につきまして、２ページからの第１表、歳入歳出予算補正

により御説明いたします。 

 歳入の１３款国庫支出金では、過年度精算分に係る児童手当負担金及び社

会保障・税番号システム改修費補助金の増額計上。土木費国庫補助金で、安

全で快適な地域社会の創造補助金、道路橋長寿命化による安全性の確保補助

金などを補助内示額にあわせ減額計上いたしました。１７款繰入金では、１

項で前年度分精算に係る駐車場事業及び後期高齢者医療特別会計からの繰入

金を、２項で減債基金繰入金の減額を計上いたしました。１８款繰越金は、

今回の補正予算の財源調整として計上いたしました。１９款諸収入では、長

与シーサイドマルシェ実施に伴う長崎県市町村振興協会地域活性化支援事業
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助成金を計上いたしました。２０款町債では、県事業で実施される街路事業

の地元負担金に伴う街路事業充当起債及び発行可能額の決定による臨時財政

対策債を増額計上いたしました。 

 続いて、３ページの歳出をお願いします。２款総務費では、新図書館建設

に伴う基本構想策定委員の報酬、費用弁償、長与シーサイドマルシェ実施に

係る経費、公共用地の雑草刈り払い委託料、普通財産の整備工事費、社会保

障・税番号制度導入に係る経費などを計上いたしました。３款民生費では、

保育専門員報酬などの増額計上。４款衛生費では、過年度精算に係る国庫及

び県費の返還金を計上いたしました。８款土木費では、のり面維持に係る委

託料、道路、橋りょう、河川、公園の維持、改良等に係る経費、土地区画整

理事業への繰出金及び県事業で実施される都市計画道路に係る長与町分の負

担金などをそれぞれ計上いたしました。１０款教育費では、各中学校の非構

造部材の点検業務委託料、体育施設の修繕料を計上いたしました。１１款災

害復旧費では、工事費を計上いたしました。 

 ４ページの第２表、債務負担行為補正では、起債管理システムリース料を、

５ページの第３表、地方債補正では、街路事業臨時財政対策債の限度額の増

額を変更分としてお願いいたしております。 

 以上が補正予算（第２号）の主な内容でございます。議案の後に、平成２

６年度、長与町一般会計補正予算（第２号）に関する説明書を添付いたして

おりますので御参照いただき、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ３番、内村博法議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 １３ページ、新図書館、一番上の欄ですけれども、新図書館基本構想策定

委員という報酬が書いてありますけども、これは何名で、それと、選任され

るのか、あるいは公募されるのか、それをお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 政策推進課長。 

政策推進 （荒木重臣君） 

課  長  現在考えておりますのが、委員の定数が１２名以内、それで、公募される

かということですが、公募はいたしません。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 同じところで少し私もお伺いしたいと思いますけども、今回予算計上され

てるのが、じゃあどれぐらいの委員会を想定しようと考えられてるのか、そ

こを一つと。 

 やはり先ほど同僚議員から出ましたけど公募ですか、これやはり住民の皆
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さんのいろんな声を聞く、または関心を持ってもらうという意味ではやって

もいいんじゃないかなというふうに思うんですけども、その考えがないのが

なぜなのかお伺いしたいというふうに思います。 

 それともう一つ、追加して質問させていただきます。３款の民生費の２項

３目高田保育所の件ですけども、この期間に保育の専門員の報酬を年度の途

中で入れられるということは、先ほどのいわゆる子ども・子育て条例ですね、

そういう関係で何か特別なそういう対応をするという形での採用をされる予

定なのか、その辺お伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 政策推進課長。 

政策推進 （荒木重臣君） 

課  長  公募をしないのかという理由でございますが、公募をするとちょっと時間

がかなりかかるということと、あと、メンバーの中に整備計画検討委員会の

方からも入っていただこうと思っておりますので、それで足りるんじゃない

かと考えております。 

 それから、委員会の回数ですが、任期を基本構想の策定日、来年３月まで

としておりますので、それまでに８回一応計画はしております。予算上はし

ております。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 高田保育所の保育専門員報酬についてお答えします。 

 当初、高田保育所は９０名定員で開設しておりますけども、新築移転した

関係で希望者が多くて、現在１０１名おります。それで、それと延長保育を

開始した関係でこちらが想定した以上に利用者が多く、当初パート等で補填

するような形を考えていたんですが、パートさんだと時間が細切れになる状

態が発生する可能性がありますので、保育専門員さんを増員して保育がとぎ

れないといいますか、保育士の先生が余り細かくかわらないようにというこ

とでお願いしております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６２号は、総務常任委員会に付託しま

す。 

 お諮りします。ただいま総務常任委員会に付託しました議案第６２号は、

会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了する

よう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 
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 よって、議案第６２号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定いたしました。 

 日程第８、議案第６３号、平成２６年度長与町駐車場事業特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第６３号、平成２６年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１

号）につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。予算書の１ページを

お開き下さい。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１０９万５,０００円を追加しまして、

補正後の予算の総額を、歳入歳出それぞれ８１７万４,０００円とするもの

でございます。 

 それでは、歳入につきまして説明いたします。予算書の２ページをお開き

ください。 

 １款使用料及び手数料１項使用料、滞納繰越分を１,０００円を計上いた

しております。２款繰越金１項繰越金は、平成２５年度の駐車場事業特別会

計決算における剰余金１０９万４,０００円を計上いたしております。 

 次に、歳出につきまして説明いたします。３ページをお開き下さい。 

 １款総務費１項総務管理費１,０００円は、１１節の需用費での消耗品費

を計上いたしております。１款総務費２項繰出金でございますが、一般会計

繰出金１０９万４,０００円を計上いたしております。なお、本補正予算の

内容につきましては、補正予算（第１号）に関する説明書を添付いたしてお

りますので御参照ください。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６３号は、総務常任委員会に付託しま

す。 

 お諮りします。ただいま総務常任委員会に付託しました議案第６３号は、

会議規則第４６条第１項に規定によって、９月１８日までに審査を終了する

よう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６３号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第９、議案第６４号、平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会計補
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正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第６４号、平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について、提案理由の御説明を申し上げます。予算書の１ページをお

開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ２００万８,０００円を追加いたしまし

て、補正後の予算の総額を、歳入歳出それぞれ４億２,８１１万２,０００円

とするものでございます。 

 それでは、歳入につきまして説明いたします。予算書の２ページをお開き

ください。 

 ４款１項繰越金は、平成２５年度の繰越額が確定いたしましたので、今回

計上をさせていただいております。既定予算１,０００円に２００万８,００

０円を追加補正し、補正後の繰越金総額を２００万９,０００円としており

ます。 

 次に歳出につきまして説明いたします。３ページをお開きください。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金でございます。平成２５年度の広

域連合に対する納付金の確定に伴う納付金１３８万８,０００円が生じまし

たので計上しております。次の３款諸支出金２項繰出金は、平成２５年度歳

入歳出決算に伴う繰越金補正額２００万８,０００円から広域連合納付金１

３８万８,０００円を差し引いた６２万円に既定予算１,０００円を加え、補

正後の額を６２万１,０００円とし、一般会計へ繰出するものでございます。 

 以上が今回の補正の主な内容でございます。 

なお、説明資料といたしまして、平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）に関する説明書を添付いたしておりますので御参照く

ださい。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６４号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第６４号

は、会議規則第４６条第１項に規定によって、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６４号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ
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けることに決定しました。 

 日程第１０、議案第６５号、平成２６年度長与町介護保険特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第６５号、平成２６年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について、提案理由の御説明を申し上げます。予算書の１ページをお開きく

ださい。 

 今回の補正は、保険事業勘定の歳入歳出それぞれ９,８３８万４,０００円

を追加いたしまして、補正後の予算の総額を、歳入歳出それぞれ２８億３６

５万６,０００円、介護サービス事業勘定の歳入歳出それぞれ７４２万９,０

００円を追加いたしまして、補正後の予算の総額を、歳入歳出それぞれ２,

６６１万３,０００円とするものでございます。 

 それでは、歳入につきまして説明いたします。予算書の２ページをお開き

ください。 

 保険事業勘定の歳入でございます。４款１項支払い基金交付金１７万４,

０００円は平成２５年度地域支援事業支払い基金交付金の精算に伴う追加交

付金でございます。既定予算７億５,７０５万４,０００円に１７万４,００

０円を追加補正し、補正後の額を７億５,７２２万８,０００円としておりま

す。次に、８款１繰越金は、平成２５年度の繰越額が確定いたしましたので、

今回計上をさせていただいております。既定予算１,４４５万円に９,８２１

万円を追加補正し、補正後の繰越額を１億１,２６６万円としております。 

 次に歳出につきまして説明いたします。３ページをお開きください。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金１,３１７万４,０００円は、平成

２５年度の介護給付費に対する国及び県の負担金並びに地域支援事業に対す

る国及び県の負担金の確定に伴う返還金が生じましたので計上しております。

次の７款１項予備費は、平成２５年度歳入歳出決算に伴う繰越金補正額９,

８３８万４,０００円から返還金１,３１７万４,０００円を差し引いた８,５

２１万円に既定予算１,０００万円を加え、補正後の額を９,５２１万円とす

るものでございます。 

 次に４ページをお開きください。介護サービス事業勘定の歳入でございま

す。次に、２款１項繰越金は、平成２５年度の繰越額が確定いたしましたの

で、今回計上をさせていただいております。既定予算１,０００円に７４２

万９,０００円を追加補正し、補正後の繰越額を７４３万円としております。 

 次に歳出につきまして説明いたします。５ページをお開きください。介護

サービス事業勘定の歳出でございます。２款１項予備費は、平成２５年度歳

入歳出決算に伴う繰越金７４２万９,０００円を新たに予備費として計上す

るものでございます。 

 以上が今回の補正の主な内容でございます。 

なお、説明資料といたしまして、平成２６年度長与町介護保険特別会計補正
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予算（第１号）に関する説明書を添付いたしておりますので御参照願います。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６５号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第６５号

は、会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６５号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第１１、議案第６６号、平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区

画整理事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第６６号、平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特

別会計補正予算（第１号）につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。

予算書の１ページをお開き願います。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ２,２７０万６,０００円を追加いたしま

して、補正後の総額を１０億４,２４７万１,０００円とするものでございま

す。 

 それでは、歳入について御説明をいたします。予算書の２ページをお開き

ください。４款１項一般会計繰入金２,０００万円、５款１項繰越金２７０

万６,０００円を増額計上いたしております。 

 次に、歳出について御説明いたします。３ページをお開きください。１款

１項都市計画費２,２７０万６,０００円を増額計上いたしております。今回

の補正は高田南土地区画整理事業における県への委託金を増額する必要とな

ったことによるものでございます。 

 以上が今回の補正予算の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６６号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第６６号

は、会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６６号は、９月１８日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第１２、議案第６７号、平成２５年度長与町一般会計歳入歳出決算の

認定について、日程第１３、議案第６８号、平成２５年度長与町駐車場事業

特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１４、議案第６９号、平成２

５年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１

５、議案第７０号、平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について、日程第１６、議案第７１号、平成２５年度長与町介護保

険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１７、議案第７２号、平成

２５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを一括議題とします。 

 ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 ただいま一括上程をしていただきました議案第６７号から議案第７２号ま

での６議案につきましては、私にかわりまして会計管理者に説明をさせます

ので、よろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 会計管理者。 

会計管理者 （松添高明君） 

 おはようございます。それでは、ただいま一括上程していただきました議

案第６７号から第７２号までの６議案につきまして、町長にかわりまして提

案理由の御説明を申し上げます。 

 各議案とも、地方自治法第２３３条第３項の規定により監査委員の決算審

査意見書をつけまして議会の認定に付するものでございます。 

 それでは、議案第６７号、平成２５年度長与町一般会計歳入歳出決算の認

定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開き願います。歳入でございますが、１款町税

は、調定額４７億６７８万９,３０３円に対し、収入済み額４４億７,６４２

万４,４３４円となり、不納欠損額６９３万５,０４９円で、収入未済額は２

億２,３４２万９,８２０円でございます。 

 なお、町税の収入済み額は、前年度比４,９２８万９,８２０円、１.１％
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の増となっております。 

 １項町民税は、調定額２４億８,６７１万８,２１４円に対し、収入済み額

２３億８,４４４万１９１円となり、不納欠損額３１９万２,６８２円で、収

入未済額は９,９０８万５,３４１円でございます。 

 ２項固定資産税は、調定額１６億１６４万４,１６３円に対し、収入済み

額１４億９,８７９万４,８８２円となり、不納欠損額２５７万３,００７円

で、収入未済額は１億２７万６,２７４円でございます。 

 ３項軽自動車税は、８,５６２万３,６７１円に対し、収入済み額８,１３

３万７,７２４円となり、不納欠損額７６万８,４４０円で、収入未済額は３

５１万７,５０７円でございます。 

 ４項町たばこ税、６項入湯税は、調定どおりの収入済み額となっておりま

す。 

 ７項都市計画税は、調定額３億１,１５３万９６０円に対し、収入済み額

２億９,０５７万９,３４２円となり、不納欠損額４０万９２０円で、収入未

済額は２,０５５万６９８円でございます。 

 ２款地方譲与税から、次ページの１０款交通安全対策特別交付金までにつ

きましては、調定額と収入済み額は同額でございますが、そのうち、９款地

方交付税は、前年度比４,７１７万２,０００円、２.３％の減となっており

ます。 

 １１款分担金及び負担金は、調定額２億９,２５９万７,３７３円に対し、

収入済み額２億７,１１１万３,２７３円となり、収入未済額の２,１４８万

４,１００円は、保育料分でございます。 

 １２款使用料及び手数料は、調定額１億８,０７１万３,８５１円に対し、

収入済み額１億５,９８２万３９円となり、不納欠損額３２万６,２２０円、

収入未済額は２,０５６万７,５９２円で、不納欠損額及び収入未済額は、町

営住宅使用料、町営住宅駐車場使用料及びし尿収集手数料でございます。 

 １３款国庫支出金は、調定額１７億５０５万６,１８８円に対し、収入済

み額１６億１,１９２万７,９０８円で、収入未済額は９,３１２万８,２８０

円でございますが、これは、都市計画費補助金及び市街地整備総合交付金分

でございます。 

 １４款県支出金は、調定額８億９,０３９万２,７７２円に対し、収入済み

額７億５,７９２万７７２円で、収入未済額は１億３,２４７万２,０００円

は、老人福祉施設建設事業費補助金でございます。 

 １５款財産収入の収入済み額２,４７７万１,３９９円と、１６款寄附金の

収入済み額２７万２,４６１円は、それぞれ、普通財産売り払い収入とふる

さと長与応援寄附金が主なものでございます。 

 ５、６ページをお願いします。１７款繰入金の収入済み額２億４,１７４

万９,１６９円は、財政調整基金及び義務教育施設整備基金からの繰入金が

主なものでございます。 

 １９款諸収入の収入未済額３４３万４,０５０円は、災害援護資金貸付金

でございます。 
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 ２０款町債の収入済み額は１３億６,１０７万１,０００円となっておりま

す。 

 歳入合計は、調定額１２５億１,５８１万７,８２６円に対し、収入済み額

１２０億１,４０４万７１５円で、不納欠損額７２６万１,２６９円、収入未

済額は４億９,４５１万５,８４２円でございます。 

 なお、収入済み額は、前年度比８.１％の減となっております。 

 ７、８ページをお開き願います。歳出でございますが、款ごとの支出済み

額につきまして、前年度に対する増減の主な要因等を御説明いたします。 

 １款議会費１億５,５９６万２,９５８円は、前年度比５.２％の減となっ

ておりますが、議員共済会給付費負担金の減額が主な要因でございます。 

 ２款総務費１４億４,２７９万８,８６２円は、前年度比１.２％の減とな

っておりますが、総務・財産管理費の公有財産購入費の減額が主な要因でご

ざいます。 

 ３款民生費４０億１,４８９万２,６０１円は、前年度比４.８％の増とな

っておりますが、児童福祉費の高田保育所建設費分が主な要因でございます。 

 なお、翌年度繰越額１億３,２４７万２,０００円は、老人福祉施設建設事

業に係るものでございます。 

 ４款衛生費１０億４,９４３万３,１２８円は、前年度比６.４％の増とな

っておりますが、清掃費の長与・時津環境施設組合負担金の増額が主な要因

でございます。 

 ５款労働費３,２４８万６,５２６円は、前年度比１５.７％の減となって

おりますが、施設改修工事費の減額が主な要因でございます。 

 ６款農林水産業費２億９９万６１５円は、前年度比５.５％の減となって

おりますが、農業費の自然災害防止事業負担金及び農道改良舗装事業等農林

漁業資金元利償還補助金などの減額が主な要因でございます。 

 ９、１０ページをお願いします。７款商工費６,０７５万７,６７８円は、

前年度比６.４％の増となっておりますが、住宅リフォーム助成金に係る支

出が主な要因でございます。 

 ８款土木費１８億２,８４６万７,４３５円は、前年度比１１.６％の増と

なっておりますが、道路橋梁費の道路新設改良費及び都市計画費・公園緑地

管理費の公有財産購入費の増額が主な要因でございます。 

 なお、翌年度繰越額２億５,７５１万１,０００円は、道路新設改良事業、

長与町土地区画整理事業特別会計繰出金、西高田線街路事業及び公園整備事

業に係るものでございます。 

 ９款消防費４億６５５万７,９０１円は、前年度比３％の増となっており

ますが、非常備消防費の広域消防事業負担金の増額が主な要因でございます。 

 １０款教育費９億９,０６３万６,７２２円は、前年度比５８.３％の減と

なっておりますが、これは、長与小学校校舎建設事業費及び体育施設整備事

業費の減額が主な要因でございます。 

 １１款災害復旧費２０１万３,６３０円は、前年度比８０.９％の減となっ

ておりますが、道路等災害復旧費の減額が主な要因でございます。 
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 １２款公債費１１億７,２７５万７,３９９円は、前年度比２.９％の減と

なっておりますが、元金・利子償還金減額によるものでございます。 

 １１、１２ページをお願いします。１３款諸支出金８万７,５３５円は、

前年度比４１.８％の減となっておりますが、土地開発基金積立金の減額に

よるものでございます。 

 歳出合計は、予算現額１２１億７,６５６万円に対し、支出総額１１３億

５,７８４万２,９９０円となり、翌年度繰越額３億８,９９８万３,０００円

で、不用額は４億２,８７３万４,０１０円でございます。 

 なお、支出済み額は、前年度比８.３％の減となっております。 

 ２３６ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございますが、

歳入総額１２０億１,４０４万円、歳出総額１１３億５,７８４万３,０００

円、歳入歳出差し引き額６億５,６１９万７,０００円となり、翌年度へ繰り

越すべき財源の繰越明許費繰越額は３,６１８万３,０００円で、実質収支額

は６億２,００１万４,０００円でございます。このうち、地方自治法第２３

３条の２の規定による基金繰入額は３億２,０００万円といたしております。 

 ２３７ページ以降には、財産に関する調書を記載しておりますので、御参

照を賜りたいと存じます。 

 以上が一般会計でございます。 

 次に、議案第６８号、平成２５年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開き願います。歳入でございますが、１款使用

料及び手数料７２４万２,０００円、２款繰越金１２１万１,１２９円が主な

歳入で、歳入総額は８４５万３,６６４円となり、前年度比４.１％の減とな

っております。 

 ３、４ページをお願いします。歳出でございますが、予算現額８０５万４,

０００円に対し、支出済み額７３５万８,４１３円で、不用額は６９万５,５

８７円となり、歳出合計は前年度比３.２％の減となっております。 

 １２ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございますが、実

質収支額は１０９万５,０００円となっております。 

 次に、議案第６９号、平成２５年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開き願います。歳入でございますが、１款国民

健康保険税は、調定額１０億４,３８８万４,９０７円に対し、収入済み額８

億１,７０１万１,９７４円となり、不納欠損額４１１万７,５５３円で、収

入未済額は２億２,２７５万５,３８０円でございます。 

 ２款以降は、収入済み額につきまして主なものといたしましては、３款国

庫支出金９億４,５９１万８,２２７円、４款療養給付費交付金３億１,８５

７万９,０００円、５款前期高齢者交付金１４億４,１２１万７,７９０円、

６款県支出金２億１,８１５万９,０００円、７款共同事業交付金４億６,１

０２万４,７１１円、９款繰入金１億４,８５６万８,４４５円でございます。 

 ３、４ページをお願いします。歳入合計は、調定額４８億２,９９３万５,
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４６４円に対し、収入済み額４６億３０６万２,５３１円となり、不納欠損

額４１１万７,５５３円で、収入未済額は２億２,２７５万５,３８０円でご

ざいます。 

 なお、収入済み額は、前年度比１.３％の増となっております。 

 ５、６ページをお願いします。歳出でございますが、支出済み額の主なも

のにつきましては、２款保険給付費２９億８,０２０万４,６１２円、３款後

期高齢者支援金５億７７４万７,２９９円、６款介護納付金２億１,９１０万

９,３７９円、７款共同事業拠出金５億２７６万１,３１５円でございます。 

 ７、８ページをお願いします。歳出合計は、予算現額４７億８,４６６万

１,０００円に対し、支出済み額４３億９,７９０万５,７６８円となり、不

用額は３億８,６７５万５,２３２円でございます。 

 なお、支出済み額は、前年度比２.７％の増となっておりますが、保険給

付費の増が主な要因でございます。 

 ４０ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございますが、実

質収支額は２億５１５万６,０００円で、うち基金繰入額は１,０３０万円と

いたしております。 

 ４１ページをお願いします。財産に関する調書の基金でございますが、決

算年度末現在高は２,１４０万円となっております。 

 続きまして、議案第７０号、平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開き願います。歳入でございますが、１款後期

高齢者医療保険料は、調定額３億２,７９２万３,５００円に対し、収入済み

額３億２,５５１万１,１００円となり、収入未済額は２４１万２,４００円

でございます。 

 その他の主な歳入といたしましては、収入済み額で申し上げますと、３款

繰入金が６,７２６万８,９５３円でございます。 

 歳入合計は、調定額３億９,６６４万５,６１７円に対し、収入済み額が３

億９,４２３万３,２１７円となり、収入未済額は２４１万２,４００円でご

ざいます。 

 なお、収入済み額は、前年度比１.７％の増となっております。 

 ３、４ページをお願いします。歳出でございますが、支出済み額で主なも

のは、２款後期高齢者医療広域連合納付金３億８,９０３万８３０円でござ

います。 

 歳出合計は、予算現額３億９,７６６万９,０００円に対し、支出済み額３

億９,２２２万３,４９０円となり、不用額は５４４万５,５１０円でござい

ます。 

 なお、支出済み額は、前年度比１.５％の増となっております。 

 １４ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございますが、実

質収支額は２００万９,０００円でございます。 

 次に、議案第７１号、平成２５年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算

の認定についてでございます。 
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 決算書の１、２ページをお開き願います。保険事業の歳入でございますが、

１款保険料は、調定額５億９,３４０万２８８円に対し、収入済み額５億７,

８７９万４,７７０円となり、不納欠損額４４万９,１２０円で、収入未済額

は１,４１５万６,３９８円でございます。 

 その他の主な歳入といたしましては、収入済み額で申し上げますと、３款

国庫支出金５億２,７９７万４,６５１円、４款支払い基金交付金６億８,２

４５万６,０８２円、５款県支出金３億３,１５６万４,２４８円、７款繰入

金３億３,９４２万３,１９５円でございます。 

 ３、４ページをお願いします。収入合計は、調定額２５億３,８３３万４,

３２４円に対し、収入済み額２５億２,３７２万８,８０６円となり、不納欠

損額４４万９,１２０円で、収入未済額は１,４１５万６,３９８円でござい

ます。 

 なお、収入済み額は、前年度比３.６％の増となっております。 

 ５、６ページをお願いします。歳出でございますが支出済み額で主なもの

は、１款総務費４,４０８万５,７１９円、２款保険給付費２３億２,４９５

万１,７４７円、３款地域支援事業費３,３９３万５,０５８円でございます。 

 歳出合計は、予算現額２５億９,３７７万１,０００円に対し、支出済み額

は２４億１,１０６万８,７１１円となり、不用額は１億８,２７０万２,２８

９円でございます。 

 なお、支出済み額は、前年度比１.７％の増となっております。 

 ７、８ページをお願いします。介護サービス事業勘定の歳入でございます

が、主な歳入といたしまして、１款サービス収入２,０７５万８,７６０円で、

歳入合計は、調定額、収入済み額ともに２,５９４万１,４０７円でございま

す。 

 なお、収入済み額は、前年度比１３.４％の増となっております。 

 ９、１０ページをお願いします。歳出でございますが、１款事業費、支出

済み額は１,８５１万４３４円で、前年度比４.６％の増となっております。 

 ４４ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございますが、保

険事業勘定では、実質収支額は１億１,２６６万円、介護サービス事業勘定

では７４３万円でございます。 

 最後に、議案第７２号、平成２５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開き願います。歳入でございますが、主なもの

といたしまして、１款国庫支出金は、調定額２億３,６８５万６,０００円に

対し、収入済み額１億８,７５０万１,０００円で、収入未済額は４,９３５

万５,０００円でございます。 

 ２款県支出金は、調定額５,５７８万５,０００円に対し、収入済み額４,

５９１万４,０００円で、収入未済額は９８７万１,０００円でございます。 

 ４款繰入金は、調定額６億１,９２２万７,０００円に対し、収入済み額５

億５,４３２万３,０００円で、収入未済額は６,４９０万４,０００円でござ

います。 
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 ７款町債は、調定額及び収入済み額とも３,０００万円でございます。 

 歳入合計は、調定額９億９,７３５万６,９６８円に対し、収入済み額８億

７,３２２万６,９６８円で、収入未済額は１億２,４１３万円でございます。 

 なお、収入済み額は、前年度比１７.７％の減となっております。 

 ３、４ページをお願いします。歳出でございますが、支出済み額では、１

款土木費７億４,８４２万４,８１３円、２款公債費１億２,００９万５,４９

８円でございます。 

 歳出合計は、予算現額９億９,７３５万６,０００円に対し、支出済み額８

億６,８５２万３１１円となり、翌年度繰越額１億２,４１３万円で、不用額

は４７０万５,６８９円でございます。 

 なお、支出済み額は、前年度比１３.６％の減となっております。 

 １４ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございますが、歳

入総額８億７,３２２万６,０００円、歳出総額８億６,８５２万円、実質収

支額は４７０万６,０００円でございます。 

 大変長くなりましたが、以上が、議案第６７号から７２号までの各会計の

歳入歳出決算の説明でございます。 

 詳細につきましては、歳入歳出決算事項別明細書、また主要な施策の成果

に関する報告書を添付いたしておりますので、御参照を賜りたいと存じます。

御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１１時まで休憩します。 

（休憩１０時４６分～１１時００分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 これから、代表監査委員に決算審査の報告を求めます。 

 代表監査委員。 

代表監査 （中川勝秀君） 

委  員  皆さん、おはようございます。監査委員の中川です。よろしくお願いしま

す。 

 それでは、議長から許可をいただきましたので、地方自治法第２３３条第

２項及び第２４１条第５項の規定により、平成２５年度長与町一般会計及び

各特別会計の歳入歳出決算並びに基金について審査した結果を報告いたしま

す。 

 意見書１ページをお開きください。審査の対象として、平成２５年度の長

与町一般会計、駐車場事業特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医

療特別会計、介護保険特別会計、長崎都市計画事業長与町土地区画整備事業

特別会計の歳入歳出決算と基金の運用状況について実施いたしました。 

 審査の期間は、平成２６年７月１４日から８月１日まで行いました。 

 審査の方法は、町長から提出された各会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決

算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び各基金の運

用状況を示す書類について、会計管理者、各部長、各理事、各課長、関係職



 

－ 254 － 

員の出席を求め、説明を聴取し、関係法令に準拠し調整されているか、財政

運営は健全か、財産の管理運営は適正であるか、さらに予算が適正かつ効率

的に執行されているかなどに主眼を置き、関係帳簿及び証拠書類との照合な

ど、通常実施すべき書類審査方法のほか現地調査、備品調査も実施し、慎重

に審査を行いました。 

 提出された資料の計数審査の結果、一般会計及び特別会計決算は関係法令

に準拠し作成され、決算計数は関係諸帳簿と証拠書類を照合した結果、誤り

のないものと認めました。 

 各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿と証拠書類は

符合しており、誤りないものと認めました。 

 国保会計は、２４ページから記載していますが、一般会計からの一時運用

が頻繁に行われています。平成２４年度から税改正が行われていますが、ま

だまだ財政は厳しい状況で、財政調整基金は２,１４０万となっています。

ちなみに、５年前の２０年度決算時の基金は、約４億６,０００万ありまし

たので、現在の厳しい国保財政がうかがえます。収納率は前年度よりわずか

に下回り、収入未済額は２億２,２７５万円、不納欠損額は４１２万円と多

額であり、さらなる医療費抑制策の推進、保険税収納率の向上対策が必要で

あります。 

 各会計と基金の詳細につきましては、２ページから４９ページに記載して

いますので御参照ください。 

 ５０ページをお開きください。意見書の結びの欄は、ポイントだけを説明

させていただきます。 

 一般会計歳入は約１２０億円で、保育所整備事業、公園整備事業、町道西

高田線整備事業など、今年度の所期の目的をおおむね達成したものと評価し

ます。一般会計及び特別会計は、２ページの第１表記載のとおり、いずれの

会計も黒字決算となっています。合算した歳入歳出差引額は約９億８,９０

０万円で、前年度比約９,６００万円減少しています。 

 一般会計は、５ページの第２表のとおり、単年度収支は黒字となりました。

地方交付税は約４,７００万円減少し、約２０億３,２００万円となっていま

す。 

 町債は、２１ページの第１０表のとおり、約３億６,７００万円増加し、

約１４０億８,９００万円の残高となっていますが、臨時財政対策債を除く

残高は約８４億４,２００万円で、前年度より約４,４００万円減少をしてい

ます。 

 基金は、４９ページの第２８表のとおり、約２,６００万円増加し、約４

８億２,７００万円となっています。しかし、ここ３カ年で見ますと、約５

億円減少をしており、これからも注意深い運用が必要であります。町財政の

懸案であります収入未済額は、町税その他の滞納分合計で約５億９００万円、

不納欠損処分は約１,２００万円となっています。収入未済額は年々減少傾

向だが、依然として高どまりの状況となっています。今後も長与町町税等徴

収対策本部の活発な活動によるなお一層の徴収努力が必要であります。 
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 次に、１５ページの第６表の財源別収入状況を見ると、自主財源が約５７

億４,９００万円で、前年度比約２億３,９００万円、４％の減となっていま

す。主な要因は、繰越金、繰入金の減少でありますが、肝心の町税は約４,

９００万円増加をしています。 

 性質別歳出の状況は、２１ページの第９表のとおり、義務的支出が前年度

より約８,０００万円減少しています。６ページの財政指数についてですが、

経常収支比率は９１.２％と前年度に比べわずかではあるが０.５ポイント好

転しています。この経常収支比率の１０年ぐらい前と比べてみますと、平成

１４年度決算の指数を調べてみますと、７９.５％と、現在と比べて１２ポ

イントほど低い非常によい数字となっています。しかし、その当時は交付税

が２０何億とか、２８億円とかいうときであり、経常収支比率の計算式に交

付税が大きく影響しますので、単純に比較できないという難しさもあります。 

 次に、財政力指数はここ数年徐々に下がっていたが、２５年度は０.００

１上がって０.６４１となっており、いずれの指数も前年と同様の数字だが、

財政硬直化の状況は変わらない。限りある歳入の中でいかに必要な行政サー

ビスを町民に提供するか、管理者、職員一体となって今後も健全な財政運営

を期待します。 

 なお、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく判断の４指標に

ついては、早期健全化基準値を大きくクリアしており、問題はないと考えま

す。 

 今回の決算審査において事務処理はおおむね良好でありましたが、次の点

で指摘を行っています。 

 １点目として、歳入の確保は町政の根幹をなすものであり、収入未済額約

５億９００万円のうち約４億円が滞納繰り越し分であり、この中には長期滞

納があり、かつ町政に●     を要するものが多い。 

 各課とも、ここ数年、収納推進課と連携で収納効果が上がっているが、負

担の公平性の観点からも、さらなる徴収努力と改善を求めました。 

 次に、２点目としまして、不納欠損処分は、地方税法等に基づき事務処理

がなされているが、あらゆる収納努力を行った上で処理されるべきであり、

公正公平の面からも、行政への信頼を損ねることにならないよう適切な事務

処理を求めた。 

 最後に、厳しい町財政の中で、他自治体に先駆け、小・中学校の耐震工事

と小学校１校の新築工事が完了した。しかしながら、校舎、体育館の老朽化

が進んでいるのも事実であり、教育環境の整備は待ったなしで、早急な対策

が必要である。また、他公共施設の老朽化も進んでおり、維持管理費、更新

投資の増加は避けられない。今後もあらゆる事業、施策の見直しを常に行い

ながら事業の選別化に努めて健全財政を堅持し、町の発展と町民サービス、

福祉の向上に最善の努力をされるよう期待して、一般会計及び特別会計の決

算審査の報告を終わります。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから、質疑を行います。 
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 まず、議案第６７号について、質疑はありませんか。 

 １７番、西田 敏議員。 

 １７番 （西田 敏議員） 

 ３ページ、４ページの県支出金１億３,２４７万２,０００円というところ

の説明で、老人福祉施設、そして、次の歳出のほうで、同額なんですが、民

生費で老人福祉施設ということで、これは丸田荘か何かだと思うんですが、

関係の確認と、これ完成がいつやったかなというところをお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （松浦篤美君） 

課  長  繰越金の１億３,２４７万２,０００円というのは、平成２５年度で公募を

いたしました地域密着型特別養護老人ホームの建設費に係る県の補助分でご

ざいます。なお、この補助は県の補助でございまして、町の補助というのは

現在のところありません。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６８号について、質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６９号について、質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第７０号について、質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第７１号について、質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第７２号について、質疑はありませんか。 

 １８番、１８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 区画整理事業の特別会計の件でお伺いします。 

 出されている資料、また監査委員の意見書等々を見ますと、平成２５年度

の進捗率が８８.２でしたかね、になってる模様です。以前からたびたび質

問しますが、あくまでも事業費ベースの進捗率ということですから、各工事

における進捗状況を教えていただきたいというふうに思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  ただいまの御質問の事業進捗率の件でございますが、平成２５年度までの

累計で、仮換地指定に関しては９４.６％、幹線街路整備の延長につきまし

ては６４.８％、区画道路の整備延長については４２.５％、宅地造成で、こ

れは５３.９％、保留地処分面積でございますが、これは４９.２％、公園緑

地整備は４１.２％という形になっております。 
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議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 以前、一般質問で取り上げたときに、平成２９年の完成を目指して事業を

進めてると。その辺では厳しいところがあるというふうな状況を言われてお

りましたけども、現在のところ、やはり平成２９年の完成年度がやっぱり最

終目標と考えていいのか、再度お伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （松邨清茂君） 

課  長  現在、見直しを行っている最中でございまして、現在、平成３２年までの

事業延長を行っている最中でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第６７号、議案第６８号は、総務常任委

員会に、議案第６９号、議案第７０号、議案第７１号は、文教厚生常任委員

会に、議案第７２号は、建設産業常任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま各常任委員会に付託しました議案第６７号から議案第７２号は、

会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了する

よう、期限をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６７号から議案第７２号は、９月１８日までに審査を終了

するよう、期限をつけることに決定しました。 

 日程第１８、議案第７３号、平成２５年度長与町水道事業剰余金の処分及

び決算認定について、日程第１９、議案第７４号、平成２５年度長与町下水

道事業剰余金の処分及び決算認定についてを一括議題とします。 

 ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、ただいま一括で上程していただきました議案第７３号及び第７

４号の２議案につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 まず、議案第７３号、平成２５年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算

認定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開きください。収益的収入及び支出の収入にお

きましては、予算額６億９,７３８万５,０００円に対し、決算額は６億９,
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５７０万５,５８１円となり、１５７万９,４１９円の減収となっております。

これは、水道料金の減収が主なものでございます。 

 支出におきましては、予算額６億１,０４９万４,０００円に対し、決算額

は５億３,７３７万４,５６７円となり、７,３１１万９,４３３円の不用額と

なっております。これは、維持管理経費、人件費等の減額が主なものでござ

います。 

 ３、４ページをお開き願います。資本的収入及び支出の収入におきまして

は、予算額４億７,３１８万５,０００円に対し、決算額は４億７,２５１万

１,６７５円となり、６７万３,３２５円の減収となっております。これは、

負担金の減によるものでございます。 

 支出におきましては、予算額６億５,０９３万４,０００円に対し、決算額

は６億１,１９９万８,７５４円となり、２,１９３万５,２４６円の不用額と

なっております。これは、建設改良費の減額が主なものでございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億３,９４８万７,０７

９円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２３７万７,６８

８円、過年度分損益勘定留保資金５８４万４,３９７円、減債積立金１億３,

１２６万４,９９４円で補填をいたしております。 

 棚卸資産購入限度額の執行額は６２６万４,３３８円でございます。 

 ５ページをお開き願います。ここに計上しております損益計算書は、税抜

き計算となっております。 

 営業収支におきましては１億７,２２９万４,３４５円の営業利益となり、

営業外収支におきましては３,３４４万９２２円の損失となりました。その

結果、経常収支におきましては１億３,８８５万３,４２３円の経常利益とな

っております。また、特別収支におきましては６万８,５２７円の損失とな

り、以上の結果、当年度純利益は１億３,８７８万４,８９６円でございます。

これに前年度繰越利益剰余金５６９円を加え、当年度未処分利益剰余金は１

億３,８７８万５,４６５円でございます。 

 ７、８ページをお開き願います。剰余金処分計算書（案）につきましては、

未処分利益剰余金処分額として減債積立金に１億３,８７８万５,０００円を

積み立てる予定としており、この剰余金処分に関して議会の議決を求めるも

のでございます。これにより、翌年度繰越利益剰余金は４６５円でございま

す。 

 次に、議案第７４号、平成２５年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決

算認定についてでございます。 

 決算書の１、２ページをお開き願います。収益的収入及び支出の収入にお

きましては、予算額８億８,３６２万２,０００円に対し、決算額は８億８,

０４３万６,９１７円となり、３１８万５,０８３円の減収となっております。

これは、営業収益のうち下水道使用料の減が主なものでございます。 

 支出におきましては、予算額６億７,２９７万円に対し、決算額は６億３,

７１２万６,９８８円となり、不用額が３,５８４万３,０１２円となってお

ります。これは、営業費用の減が主なものでございます。 
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 ３、４ページをお開き願います。資本的収入及び支出の収入におきまして

は、予算額５,９１９万５,１５０円に対し、決算額は６,１７５万６,７３６

円となり、２５６万１,５８６円の増収となっております。これは、受益者

負担金の増によるものでございます。 

 支出におきましては、２４年度からの繰越額３,１７５万８,０００円を含

め、予算額４億３,６７４万６,０００円に対し、決算額は４億２,５６６万

２,３９５円となり、不用額は１,１０８万３,６０５円となっております。

これは、建設改良費の減額が主なものでございます。なお、資本的収入額が

資本的支出額を不足する額３億６,３９０万５,６５９円は、繰越工事資金３,

１７５万８,０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５

１１万５,１２４円、過年度分損益勘定留保資金８,６４４万６,５８９円、

減債積立金２億４,０５８万５,９４６円で補填をいたしております。 

 ５ページをお開き願います。ここに計上いたしております損益計算書は、

税抜き計算となっております。 

 営業収支におきましては１億２２４万２,１０６円の営業利益となり、営

業外収支におきましても１億３,６５１万５９６円の利益となりました。そ

の結果、経常収支におきましては２億３,８７５万２,７０２円の経常利益と

なっております。また、特別収支におきましては５５万７,８９７円の損失

となりました。以上の結果、当年度純利益及び当年度未処分利益剰余金は２

億３,８１９万４,８０５円でございます。 

 ６ページをお開き願います。剰余金処分計算書（案）につきましては、未

処分利益剰余金２億３,８１９万４,８０５円を処分し減債積立金に積み立て

る予定としており、この剰余金の処分に関しましては議会の議決を求めるも

のでございます。 

 以上が議案第７３号及び議案第７４号の２事業における平成２５年度剰余

金の処分及び決算の概要でございます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 次に、代表監査委員より決算審査の報告を求めます。 

 代表監査委員。 

代表監査 （中川勝秀君） 

委  員  監査委員の中川です。再度よろしくお願いをいたします。 

 それでは、議長の許可を得ましたので、地方公営企業法第３０条第２項の

規定により、平成２５年度長与町水道事業会計、下水道事業会計の決算につ

いて審査した結果を御報告いたします。お手元の意見書を御参照ください。 

 審査の期間は、平成２６年７月３日から４日に実施しました。 

 審査の方法は、町長から提出された決算報告書及び財務諸表、決算附属書

類など、政令で定められた書類について、水道局長、各課長、関係職員及び

会計管理者、会計課長の出席を求め、説明を聴取し、決算計数の確認及び分

析を行い、経営成績、財政状態を把握し、経済性の発揮、公共性の確保を主

眼として審査を行いました。 
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 審査の結果として、各会計の決算報告書、財務諸表及びその他の書類は地

方公営企業法及び関係法令に準拠して作成され、その計数は正確で、平成２

５年度における経営成績及び当該年度末の財政状況は適切に表示されていま

した。また、当年度における各事業の予算執行の結果は適正に執行されてい

ると認めました。 

 なお、水道事業会計の詳細につきましては、２ページから４ページは業務

状況、４ページから５ページは経営成績、６ページから９ページは財政状態

を記載しておりますので御参照をください。 

 では、決算の概要について御説明いたします。 

 給水人口は３万８,６３４人で、前年度比１４３人減少、給水戸数は１万

５,４０１戸で、前年度比１３２戸増加しています。また、年間配水量は１

万３,０３２立方メートル減少、有収水量も１万６,６６５立方メートル減少

しています。ちなみに、５年前の２０年度決算の年間配水量は、約３６８万

立方メートルであり、２５年度と比べますと、２５年度は約３６３万立方メ

ートルで、５年間で配水量が５万立方メートル減少をしています。これは、

２００リッターのドラム缶で換算しますと２５万本分という大きな量であり、

住民の節水意識の向上、節水型電機製品の普及、そしてまた、ペットボトル

ウオーター愛飲者の増加などが考えられます、この減少した要因はですね、

考えられます。 

 それでは、１０ページをお開きください。経営分析ですが、継続的な漏水

調査により、有収率は９２.７％と高い数値を維持し、効率配水が図られて

います。施設利用率は、配水能力に対して７６.５％、供給単価は１８９円

３４銭で、給水原価は１５５円６３銭であり、差し引き収益は３３円７１銭

となり、前年度より１立方メートル当たり２円２２銭の収益増加で良好な数

値であります。 

 次に、職員１人当たりの給水人口は２,７６０人、有収水量は２４万３２

８立方メートル、営業収益は４,７１０万９,０００円となっています。これ

らの数値は年々増加するのが望ましいが、職員数が大きく影響することから、

いかに少ない職員数で事業運営を維持していくか、今後も経営努力が必要で

あります。 

 次に、財政分析ですが、各数値とも２４年度全国類似団体と比較してもお

おむね良好な数値となっている。特に自己資本構成比率、流動比率、総収支

比率、営業収支比率、料金収入対企業債償還元利金比率は健全な数値である。

今後も堅実な水道事業運営を期待する。 

 最後に、決算の事業収支は、総収益６億６,３０５万円、総費用５億２,４

２７万円で、純利益は１億３,８７８万円であり、堅実な推移でありますが、

未収金が約４,１４７万円、不納欠損額は約５９万円処分しています。なお、

未収金は前年度より約２,２６０万円ほど多くなっている。しかし、その内

容を見ると、工事負担金約１,４００万円と消費税及び地方消費税の還付金、

約１,０９１万円があり、それを差し引くと前年度と同様な未収金額であり、

問題ないものと考えます。毎月停水、分割納入など滞納解消の努力は認めま
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すが、長与町町税等徴収対策本部とのなお一層の連携を図り、引き続き収納

改善に努められたい。 

 水道事業は、住民の日常生活に欠かすことができない事業であり、安全供

給と水質保全は今後も永久的な向上を目標として努力されることと、中長期

計画のもと水源確保、老朽管更新、浄水場設備改良、耐震化対策などの投資

が必要であり、安定経営の収益確保が求められますので、将来を見詰めたさ

らなる合理的経営を期待します。 

 次に、下水道事業会計であります。１１ページは業務状況、１２ページか

ら１３ページは経営成績、１４ページから１７ページは財政状態を記載して

おりますので御参照をください。 

 では、決算の概要について御説明いたします。 

 水洗化人口３万９,７１５人、水洗化戸数１万５,４７４戸、普及率９９.

９％、水洗化率９８.５％となっています。なお、整備済み区域の未水洗化

は２１３戸あり、引き続き水洗化推進のなお一層の対策が必要である。 

 次に、下水道事業の経営状況について、１８ページをお開きください。経

営分析では、有収率は年間汚水処理水量に対する年間有収水量の割合で、高

いほど望ましく、７７.３％であり、前年度より０.５ポイント上昇をしてい

る。使用料単価は年間有収水量に対する使用料収入の割合は１７３円４８銭

で、汚水処理原価は年間有収水量に対する汚水処理費の割合で１７５円２銭

となっており、１円５４銭の原価割れとなっていますが、前年度から比べま

すと８円７９銭改善されています。今後も汚水処理費の効率的な経営努力が

必要であります。 

 次に財務分析ですが、各数値とも２４年度全国類似団体と比較してもおお

むね良好な数値となっている。特に、自己資本構成比率、流動比率、総収支

比率、営業収支比率、料金収入対企業債償還元利金比率は健全な数値である。

今後も堅実な下水道事業運営を期待します。 

 最後に、決算の事業収支は、総収益８億５,０１１万円、総費用６億１,２

００万円で、純利益２億３,８１９万円となっております。企業債は、年度

末残高３３億８,０３２万円で、前年度より２億４,０５９万円減少、支払い

利息も７６０万円減少している。これは、二、三年前からの繰り上げ償還の

成果でもあります。 

 次に、事業運営での重要課題である不明水が増加している。前年より４万

トンほど減少しているが、まだ年間１０２万トンの不明水があり、全国の類

似団体と有収率で比べてみても６ポイントほど悪い数字となっている。原因

究明のさらなる研究、今現在も原因究明も一生懸命されていますが、さらな

る原因究明と努力を期待します。 

 下水道事業は、健全な水環境の確保、そして健康で安心・安全な快適で潤

いのある暮らしの確保のため、ますます重要な役割であり、今後も施設整備、

管更新など大きな投資が見込まれることから、長期的視点に立った効率的な

経営に努められたい。 

 以上で水道事業会計及び下水道事業会計の決算審査の報告を終わります。
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以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第７３号について、質疑はありませんか。 

 ９番、森 謙二議員。 

  ９番 （森 謙二議員） 

 済みません。５ページの損益計算書でお尋ねします。５番目の特別利益の

中に、固定資産売却益というのがありますが、中身を教えてください。 

議  長 （山口経正議員） 

 水道課長。 

水道課長 （吉田邦彦君） 

 御質問にお答えいたします。自由ヶ丘団地線の町道改築に伴い、自由ヶ丘

配水池ののり面部分を都市計画課のほうへ４０平米ほど売却した金額でござ

います。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第７４号について、質疑ありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第７３号、議案第７４号は、建設産業常

任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第７３号、議案第７４号

は、会議規則第４６条第１項の規定によって、９月１８日までに審査を終了

するよう期限をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７３号、議案第７４号は、９月１８日までに審査を終了す

るよう期限をつけることに決定しました。 

 日程第２０、議案第７５号、長与町教育委員会委員の任命の同意を求める

ことについてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、議案第７５号、長与町教育委員会委員の任命の同意を求めるこ

とにつきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 現在、長与町教育委員として１期４年間にわたり長与町教育行政の推進の

ため御尽力いただいております古賀清彦委員の任期が、今月末をもって満了
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いたします。 

 私といたしましては、引き続き長与町教育委員として任命したいと考えて

おりますので、御提案を申し上げ、議会の同意をお願いする次第でございま

す。 

 古賀氏につきましては、岡郷にお住まいでございます。これまで長与町の

教育振興のために御尽力を賜っており、教育関係に深い理解と意欲をお持ち

の方でございます。人格、識見ともに長与町教育委員として適任者であると

確信いたしておりますので、御同意のほどをよろしくお願い申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第７５号は、会議規則第３９条第３項の

規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７５号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。 

 まず、反対討論はありませんか。 

 次に、賛成討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、日程第２０、議案第７５号、長与町教育委員会委員の任命の同

意を求めることについて採決します。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり同意されました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

                            （散会 １１時４８分） 


